
ＣＯ２排出削減に向けた「自転車活用提案モデル実証事業」が始まります

県では、今年度新たに、ＣＯ２排出削減に向けた自転車の利用を促進するため、

「自転車活用提案モデル実証事業」を実施します。

このたび、実施事業者を決定し、実証事業を開始しますのでお知らせします。

記

１ 実証事業の概要

次の３類型における、自動車利用から自転車利用への転換、自転車の利活用、それ

らの普及に向けた課題の整理、新たな自転車利用のスタイルの提案、県内他地域への

展開及び普及の可能性の分析

類 型 「通勤」 「観光」 「地域内移動」

検証内容等

実証事業への協力企

業を募集し、従業員に

自転車を貸与して、通

勤での許容度を計測

利用者（観光客）を募集

し、３つのルートを設定

して、観光地内の周遊に

おける行動範囲の許容度

を計測

自転車利用者への特典を

付与する協賛店を募集

し、地域住民の食事や買

い物への自転車利用頻度

や許容度を計測

実施期間（予定） ９月１日～３０日 １０月１日～３１日 １０月１日～１１月１５日

効果測定の方法 自転車利用者へのアンケート、利用状況のデータ収集等

実施場所 高山市・飛騨市内

２ 実施事業者 株式会社美
ちゅ

ら地球
ぼ し

代表取締役 山田
やまだ

拓
たく

（飛騨市古川町弐之町８番８号 ＴＥＬ ０５７７－７３－２１０４）

３ 補助金額 １，０００千円

（参考）株式会社 美ら地球

平成２１年、飛騨市古川町でサイクリングツアー事業「飛騨里山サイクリング」を開始。参加者

の五感を使ったエコツアーとして評価が高いほか、地域と連携した里山空間の保存や古民家の手入

れを手伝うボランティア活動にも取り組む。

インターネットでの情報提供

提供予定日 ８月７日（水）

平成２５年８月６日（火） 県政記者クラブ配布資料
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